
自立支援強化事業

事業概要

１ 目的

児童養護施設等に入所している児童の自立に向けた施設入所中の支援や施設退所後のアフターケア等を手厚く行える体制を整備し、
社会的養護のもとで育つ子供の自立を図る。

２ 事業概要

（1）自立支援コーディネーター配置
施設に自立支援コーディネータ―を配置し、退所前の自立支援及び退所後のフォローアップ

対象：児童養護施設

（2）居住費支援
施設退所後の児童の家賃の一部を補助することで、児童の自立を支援

①対象：児童養護施設、児童自立生活援助事業所、法人型ファミリーホーム

②期間：自立に必要な期間（原則、措置解除に引き続く４年間。最大４年間）

③基準額：月額72,000円

（3）アフターケア事業費
自立支援コーディネーター等が居住費支援の対象者のアフターケアを行う際の旅費等の事業費を補助

①対象：居住費支援を実施する施設

②基準額：四半期あたり13,000円

（4）交流会支援
施設やファミリーホーム等がケアリーバーと交流を続けるための経費を支援 【R7開始】

①対象：児童養護施設、自立援助ホーム、ファミリーホーム

②基準額：ア 交流会等の開催経費 １施設あたり月額４万円（年額48万円）

イ 会場借り上げ費 １施設あたり月額２万円（年額24万円）
※自立援助ホーム、ファミリーホームのみ

ウ 児童の交通費 １人１回あたり上限3,000円（実費）

Ｒ8予算額 237,900千円
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